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穏やかな三ケ日でスタートしましたが、トランプ大統領就任式のころから天候も世情も波高しの気配

です。どんな一年になるでしょうか。5 月には伊東市長選があり、年内に衆議院の解散・総選挙が予想さ

れます。選挙の行方を視野に入れながら、普通の人の生活に根差す声をつないで、共感を分かち合えるよ

うな活動を目指していきたいと考えています。今年も「市民ネットワーク」のご支援とご愛顧をよろしく

お願いします。 

 さて、年末からここまでの活動を紹介します。 

  

 アンケートの結果 「市民ネットワーク」の一年間の活動を賛同者の方はどう受け止めて

い いるか、アンケートを取りました。その結果を報告します。 

 

1、回答率は 52% 

賛同者 104 名にアンケートをとり、54 名の方から回答がありました。回答率は 52%でした。年末年

始の慌ただしいときに、たくさんの方が質問に答えて貴重な意見を寄せていただきました。 

2、退会者は 5 名 

  退会される理由として、体調の具合が悪く参加できないことを上げていました。外の活動に出られ

なくても、情報を通じて思いを共有することはできます。そういうつながりを大事にしていきたいと

思います。   

3、現在の賛同者は 100 名 

  104 名から 5 名を引いて 99 名になりましたが、その後 1 名増えて、現在の賛同者はちょうど 100 名

です。2 年目は 100 名で船出します。 

4、「ネットワーク情報」は好評価 

  手前みそで恐縮ですが、この通信は多くの人から好意的に受け止められていることがわかりました。

お一人の感想を紹介します。 

 

定期的にきちんと丁寧な情報を送っていただいているので、会の運営の着実さを実感でき、また、イ

ベントに参加できなくても情報を共有することができて有り難いです。紙面の編集レイアウトも工

夫され読みやすいです。 
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また、決めつけや押し付けがましさのない内容は、市民応援団として会の活動スタイルを反映した

もので、たいへん好ましいと感じています。戸惑いや疑問なども率直に投げかけるような柔軟さを持

ち続けていって欲しいと思います。 

 

5、賛同者の声を紙面に 

 事務局からの一方通行の発信ではなく、賛同者から賛同者へ呼びかける内容の記事がもっとあった方

が良い、という指摘がありました。今年は賛同者間を繋ぐ媒体となることを意識して紙面作りを心掛け

たいです。 

6、幅広い市民をつなぐ活動を 

「市民ネット」の活動で、以前より幅広い人たちが集会等に参加するようになった、と評価する声があ

りました。党派的ではなく、誰でも抵抗なく参加できる活動を心がけてほしい、という要望もありま

した。選挙などになると立ち位置をどうとるか難しいこともありますが、「平和と人権」を基本に、幅

広い人・団体との協働を目指したいと思います。 

7、運動団体か、情報伝達の媒体か 

安倍政治の暴走に危機感を持つ人から、「市民ネット」はもっと政治運動に力を入れて取り組むべきで

はないか、という提起を受けました。「市民ネット」は政治的に無色透明ではありません。が、その理

念をどう現わすか、という点では一定の原則があります。「19 日行動」や「憲法集会」といった外での

活動は有志で取り組み、「市民ネット」はその活動を広報・宣伝します。事務局で話し合いましたが、

この原則は今年度も踏襲したいと考えています。 

 

☞以上、回答の要点を紹介しました。できれば、次号以降で記述そのものを紹介したいと思っていま

す。自由記述欄に私記を寄せていただいた方は、この号から順に掲載させていただきます。お忙しいと

ころ、ご協力いただきありがとうございました。 

 

 

◆1 月 15 日、ひぐらし会館で一周年イベント・「百人の一歩を!」を開きました。(重岡秀子さん) 

                   

   

冬将軍襲来の寒 い日でしたが、28

名+お子さん 2 人が 参加されました。 

 会場内に「高江で 今起きている事」

のパネルを展示し、 「ネットワーク情

報」の全号や「日本国 憲法 私の好きな

言葉」の小冊子を展 示しました。 
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 最初に映画「高江―森が泣いている」を視聴し、

その後「市民ネットワーク」の一年の活動をスラ

イドで振り返りました。後半は、"総会風に”会計

報告、規約改正、新事務局員の紹介と進行し、最

後に意見交換を 40 分余り行いました。会計報告

と規約改正は別紙(or 添付ファイル)をご覧ください。意見交換の前半は参加者の自己紹介です。テープ起

こししましたので、別紙(or ファイル)をご一読ください。会の雰囲気が伝わるかと思います。 

▲小規模の集会の割には配布物や展示品が多く当日の準備が大変でした。事務局メンバーの他に、久保

田さんご夫妻や川合まゆみさんなど、何人もの方が力を貸してくれました。感謝、感謝です。「沖縄基金」

で購入した映画と写真パネルを公開することができたこと、意見交換によって交流が深まったこと、が

今回の集会の意義でした。終わってから、「毎月、交流会をやろう!」という人もいました……。 

 

                市政懇談会に参加して 

「事実」から考える今と未来 

―伊東を考える市民の会・昨年１２月１８日の懇談会に出席して― 

 

 県下３５市町の一人当たり平均所得の順位が示された。伊東市は何番目か。５位？２０位？ 見れば、

最下位の南伊豆町を約３０万円上回る２３０万円。３４位であった（2013年度）。う～む。ビリから２番

目か。ここまで低いとは・・・なぜ？ どうすればいいの？ 事実を知り、思いがふつふつと湧いてくる。 

一方、市が備蓄した財政調整基金は佃市政が続く中４０００万円から３０億円に激増。反面、２０１５

年度までの１０年間に税収は１４，６億円も減っていた。では、３０億という巨費はどこから生まれた

の？ どんな影響を市民に与えたの？ その探究もまた、伊東の「今」を事実から考えることにつながる。 

この基金は市民でいえば普通預金のように市の才覚で使え

る。ならば、どこにどれくらい使えば市民生活の向上に役立

つか。市政はそのために何をすべきか。今度は「未来」を考

えた。 

あれ？ 自分は今までこうした数値をもとに考えていたか

なあ。いや、違う。その私が市に関する「事実」から伊東の

今と未来を考えている。この懇談会に出席したおかげだとつ

くづく感じた。 

話し合いが進むと、次々市政への要望が出る。①「市民病院を東伊豆の中核病院にしたい。順天堂へ送

らなくても済むように」・②「介護の労働条件をアップして若者を呼び戻したい」・③「買い物難民対策を。

富戸の払地区から伊豆高原へ行くバスは日に４本」・・・いずれも市民が抱える切実な「事実」をふまえ

ている。立場や結論を先行させずこうした角度から提示すれば多くの人が共感できる。そうか、幅広い共

同をつくるとはそういうことなのか。いくつもの貴重な示唆を得て、私は帰路についた。〈加藤好一〉 
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1 月の 19 日行動の報告 

１月１９日（木）、いつものように伊東市観光会館

前の国道１３５号線沿いでスタンディング行動が

行われました。午後２時から、アコーディオンの

伴奏で「折鶴」と「青い空」の合唱からスタンディ

ングが始まりました。合唱のあとコールと４名の

方がスピーチを行いました。スピーチのテーマは

「原発」「共産党大会」「共謀罪」など、皆さん素晴

らしいスピーチでした。あっという間に４０分が

経ってしまいま した。２０名の参加者の皆さん、

満足のスタンディングだったのではないでしょう

か？ 

 次回は２月１９日（日）です。皆さんの参加をお

待ちしています。 

総がかり行動伊東市実行委員会 

 事務局・伊藤廣光 

「インターネットメディア 

視聴会」のお知らせ 

 

◆日時 2017年 2月 17日（金）9時半～12時  

◆場所 八幡野コミュニティセンター ３階会

議室（会場費 500円は割り勘で） 

（伊東市八幡野 1189-172 Tel. 0557-53-

1177） 

（連絡先 大久保伸子 

goron.key@gmail.com） 

◆視聴番組 

自由なラジオ Light Up! 042回：おしどりマコ

&ケン×松戸市議 DELI 鼎談「ガイガーカウン

ターを携え、ヒップホップを叫ぶ。「無関心」

と闘うミュージシャンは、市議会議員！」 

 

電力小売り自由化時代の選択 

電力を選択することで、何がどう変わるのか、それによってどのように社会を変えられるのか。 

吉田明子さんがわかりやすく解説してくれます。(詳しくは別紙(添付)のチラシをご覧ください。 

・日 時: 2月 4日(土)10:00～12:00、 ・ところ:函南文化センター 

・参加費:500円、 ・主 催：「原発をなくそう ミツバチの会」代表 室伏正博 

 

  

      アンケートの自由記述欄―私記―の紹介、その 1 

原川文子さん 〈孫の発言はどこから？〉   

 小学校 3 年(男児)、2 年(女児)とともに車中の会話です。 

 「バァーバ、トランプさん好き？」と尋ねられたので、「うーん、わからない」と答え、「あなた達はど

うなの？」と質問を返しました。すると、学校で友達と話した内容に自分の思いを重ね、「トランプさん

がアメリカの大統領になったら、もしかして戦争が始まるかもしれないよ。アメリカが戦争を始めたら

基地がある日本はどうなるの？」と。 

 驚きました。友達との会話は詳しくはわからなかったのですが、二人とも「戦争はいけないこと」と私

に伝えたかったようです。日ごろから、「戦争は絶対にいけないこと!!」と、テレビを見る時に私が口にし

ているからでしょうか。笑えるような、いえ
．．

笑えない話です。子供だって平和を望んでいるのだから。 
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